
すべての日本人へ向けて 
フランス「脱原発」ネットワーク(Réseau "Sortir du nucléaire")からのメッセージ 

 

 

 日本へ向けて新たな MOX 燃料の海上輸送が進行中の今、フランスの脱原発ネットワーク
は日本国民に対し、あらためて連帯の気持ちを表明いたします。 

 

 現在なお、日本のみなさんは福島原発事故による巨大な健康・財政被害の犠牲を払いつづ
けています。また、福島第一原発３号機で起きた爆発は、MOX 燃料の特性（恐ろしいウラ
ンよりさらに多大な破壊を引き起こす）を示しました。 

 にもかかわらず、フランス企業のアレヴァ社はみなさんの国に向けて再び、この恐ろしい
毒物を積んだ船と軍の護衛船隊を大洋に送り出しました。国際的な緊張、とりわけ日本と北
朝鮮間の関係が悪化している現在の情勢のなかで、この輸送は無責任きわまりない行為です。 

 ところが、世界の指導者たちの誰からも、この狂気の沙汰への批判は一言も発せられませ
んでした。逆に、アメリカ合衆国による軍の援助提供など、支持さえ受けたことがわかりま
す。広島と長崎への原爆投下が「戦争技術の重要な進歩」と賞賛された不吉な歴史が、また
繰り返されているのです。 

 原子力に隷属した科学者たちのコミュニティをとおして、フランスは世界的に原子力の嘘
を突き進める橋頭堡となりました。チェルノブイリ事故の際、フランスの科学者たちによる
情報操作は極致に達しましたが、その後も事実をねじ曲げる術を磨きつづけてきました。最
近もフランスの似非科学者たちは、嘘を吹聴するためにおめおめと福島を訪れています。 

 脱原発全国ネットワークは、アレヴァ社によるこの新たな冒涜行為について、日本のすべ
ての市民に深くおわびいたします。私たちはこんな行為の共謀者になることを断固拒みます。 

 そして、福島原発事故勃発以来、大変な試練に苦しむ日本のみなさんに、私たちの連帯の
気持ちをあらためて表明いたします。 


